
答弁指定事項進捗状況調書 

令和５年 12月 

議員名  小久保 重 孝 

担当部  経済環境部 担当課 農務課 

質問年月日   令和５年 12月８日 

質問事項   農業のこれからについて 

【質問要旨】 

市長公約には、地域経済に活気のあるまちにしますという項目に〇〇に寄り添う伴走

型の強化とあります。農業についてはどんなことを考えてこの項目を掲げたのか。ま

た、就任後の半年間で取り組んできたことは何かお伺いをいたします。  

【答弁要旨】            【答弁者： 市長 】 

 

公約における農業施策についての考えといたしましては、これまでと同様に既存農業

者への支援はもとより、新規就業者、就農者へは生産活動だけではなく、生活環境も含

めた総合的な支援を行い、持続的に発展する農業の推進を図ってまいります。 

また、就任半年後の取組についてでありますが、高い農業技術を持つ農業者が多いこと

が当市のポテンシャルの一つであると認識することができました。今後はこうした強み

を生かした取組について検討してまいります。 

 

【対応・進捗状況】 対応済（令和８年１月30日） 対応中 検討中 実施不可 

■令和８年１月30日現在 

 農業者の高齢化と昨今の暑さを含めた気候変動に伴い農業者ニーズは変化しており

ます。当市においては、令和７年度第２回定例会にて「ゼロカーボン農業推進事業」

を補正予算措置し、今後10年程度は本事業の継続により、様々な営農形態の既存農業

者を対象としする、変わりつつある農業者ニーズ等に即応できる支援体制が強化され

たものと考えております。 

   



答弁指定事項進捗状況調書 

令和５年 12月 

議員名  小久保 重 孝 

担当部  健康福祉部 担当課 子育て支援課 

質問年月日   令和５年 12月８日 

質問事項   ひとり親家庭への支援について 

【質問要旨】 

 他自治体の取組はどのように考えているのか。また、当市として出来ることを伺う。  

【答弁要旨】            【答弁者：市長、健康福祉部長 】 

市長 

養育費の未払い分の例えば負担とかというのも検討の余地はあるかなとは思うのですけれども、

なかなか職員数が 300人程度のこの市の中で対応し切れるかといったら難しいところもあると思いま

すけれども、何かしらの市としても関与の仕方があるかというところは研究してまいりたいという

ふうに思っております。 

 先ほど明石市のような中核市ではないというところも人口規模もあって伊達市では難しいという

ことを申し上げましたけれども、その一方で３万 2,000人だからこそより面と向かって分かり合える

といいますか、会話ができるという環境であるというふうに考えています。ですので、まずは窓口

の中できちんと話を聞く、またひとり親家庭のボランティア団体等もございますので、そこともき

ちんとマッチングする、そういったソフトの面も充実させていきたいというふうに思っております

し、また先ほどご指摘ありました経済的な側面だけではなくて、やっぱり子供がいてひとり親だと

なおさら子供の朝食とか昼食とか夜食とか、あと塾の通いとか送り迎えとか、結構細かいことで一

人のマンパワーだけだと対応できないところってすごく多いと思います。ですので、ひとり親に限

ったことではないのですけれども、先ほどご指摘ありましたファミサポであるとかベビーシッター

のようなものあるとか、あと一時保育であるとか、病児病後児保育であるとか、そういったものは

本当にトータルで整備していかなければならないことだというふうに思っておりますので、しっか

りやっていきたいと思います。 

部長 

離婚する際の養育費などの取決めのために公正証書を作成する際の費用の助成とか、そういった

ものは幾つかの自治体で取り組んでいるといったことは把握してございまして、これについてはそ

れほど莫大な金額ではないというふうに自分としては押さえておりますので、ここら辺については

検討の余地はあるかもしれないなというような感想は持ってございます。 

 



 

【対応・進捗状況】 対応済（令和７年12月22日） 対応中 検討中 実施不可 

■令和７年12月22日現在 

 ひとり親家庭への支援策として、令和７年度より、離婚後の養育費確保のため債権

名義の作成に必要な費用について支援する「公正証書等作成支援事業」を新たに開始

しました。 

今後も、市内関係団体と協力・連携を図りながら、可能な範囲で、ひとり親家庭に

寄り添った支援に努めて参りたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 


